
 

 

 

 

  
 
 

◆分析実務研修会とは？ 
より正確な測定値を出すためには、ガラス器具の取扱い、試薬の 

調製、目盛の読取りといった基本操作が非常に重要です。 

分析実務研修会では、実際に試料の分析を行いながら、普段何気 

なく行っている操作から、より正確な値を求めるためのちょっとし 

たテクニックまで、実務経験豊富なインストラクターたちが丁寧に 

レクチャーいたします。第1回、第3回は「CODMn」の分析、第2回 

は水質の環境基準項目である浮遊物質，溶存酸素，ｐHなど簡易な分 

析機器を使った実習を行います。また実習に加え「器具の洗浄」「試 

薬の秤量」「ガラス器具の取扱い」「試薬の取扱いと希釈方法」「労 

働安全衛生」といった基礎事項についても座学で解説いたします。 

第1日目終了後の意見交換会は、他社の受講者の方やインストラクター 

たちと日頃気になっていることなどを気軽に意見交換し、解決することも 

可能な良い機会です。配属されてからおおむね5年以内の方を対象として 

います。 

◆参加者の声 

・多くのインストラスターに 

ついて頂き、安全にわかりや 

すく実習させていただいた。 

質疑等がしやすかった。 

・分析の基礎的なことは勿論、 

周りの方々からも刺激を受け、 

勉強になった。 

 
 

◆開催日・会場・費用（詳細は別紙をご参照ください） 
 

 開催日 主な実習内容 会場 定員 備考 

第 1 回 6 月 22 日(木)～23 日(金) CODMn測定 日環協 

1F 分析室 

2F 研修室 

16 名 終了しました 

第 2 回 7 月 27 日(木)～28 日(金) SS、DO、ﾘﾝ酸ｲｵﾝ測定等 16 名 終了しました 

第 3 回 9 月 21 日(木)～22 日(金) CODMn測定 16 名 募集中 

費用：会員 30,000 円(税込)、非会員 42,000 円(税込) 
 

◆お申込～受講までの流れ 
①協会 HP にございますお申込用紙にご記入の上、下記の E-mail アドレス又は FAX にてご送付ください。 

②お申込後すみやかに、下記銀行口座へご入金ください。※郵便振替(郵便払込取扱票を使用する場合)は、

「ご依頼人・通信欄」に「ご参加者のお名前」及び「第○回分析実務研修会」とご記入ください。 

③ご入金確認後、事務局より受講票をお送りいたします。 

④研修会当日は、受講票をお持ちになって、会場へお越しください。 
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 ゆうちょ銀行 Ｏ一九（ゼロイチキュウ店）当座預金 0098103 

 郵便振替  00150-9-98103 

＜ご案内＞ 

◆お問合せはこちらまで  E-mail：jemcaeducation@jemca.or.jp 担当：室田 

〒134-0084 東京都江戸川区東葛西 2-3-4 TEL03-3878-2811 FAX03-3878-2639 

▲▼実習の様子。実務経験年数ごとに

グループに分かれて行いますので、実

務初心者の方も安心してご参加いた

だけます。 

第 3 回 

追加開催！ 
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CODMn分析を通じて分析方法の基礎を学ぶ研修会 

スケジュール 内     容 担     当 会場 

第 

一 

日 

目 

10:30～11:00 受付 事務局 2 階 

11:00～11:15 
講習内容、注意事項説明 
開会挨拶、講師紹介 

事務局 
研修会 WG 委員長 

2 階 
研修室 

11:15～12:00 講義 1：計量器具について 講師：原田 泰 

12:00～13:00 昼食、着替え （昼食は事務局でお弁当を用意します） 

13:00～14:30 
講義 2：山紫水明・琵琶湖に想
う／実習内容に関して 

講師：堀野 善司 

14:30～14:40 休憩  

14:40～15:25 講義 3：労働安全衛生 講師：菅原 昇 

15:25～15:35 休憩・移動   

15:35～17:15 

実習：試薬調製 
硫酸（1+2） 
硝酸銀（200g/L） 
12.5mmol/L しゅう酸ﾅﾄﾘｳﾑ 

教育インストラクター 
1 階 
分析室 

17:15～17:30 着替え、移動   

17:30～19:00 意見交換会 研修会 WG 委員長、事務局 5 階 

第 

二 
日 

目 

9:00～9:30 2 階で受付→1 階にて着替え 事務局 2階→1階 

9:30～12:00 
実習：5mmol/L 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳ
ﾑ標定、COD 分析 

教育インストラクター 
1 階 
分析室 

12:00～13:00 昼食 （事務局で用意します） 2 階 

13:00～15:15 
実習：COD 分析、不確かさの
考察、使用済み器具の洗浄、片
付け、結果報告 

教育インストラクター 
1 階 
分析室 

15:15～15:30 着替え、休憩 (この間事務局が結果集計します) 

15:30～16:20 
結果発表・考察 
参加者の操作問題点について 
質疑応答 

座長：研修会 WG 委員長 
教育インストラクター 
事務局 2 階 

研修室 
16:20～16:30 修了書授与・閉会挨拶 専務理事 

分析操作の関係から、時間が予定より若干ずれることがあります。 

講習、研修のポイント、目的 

①  業務に伴う危険の予防について。注意事項,最新の情報提供 

② COD 測定の問題点,注意点,試薬の取り扱い方法の危険性（硫酸の希釈）,水、使用器具洗浄の重要性 

③ 試薬の取り扱い方法、危険性（硫酸の希釈）,天秤による秤量操作（硝酸銀の粗秤量、しゅう酸ナトリウムの正秤） 

試薬調整方法（12.5mmol/L しゅう酸ナトリウム規定液調整） 

④ 規定液の標定方法（5mmol/L 過マンガン酸カリウム標定）,試料採取（場合により希釈操作）,塩化物ｲｵﾝのﾏｽｷﾝｸﾞ 

加熱温度、時間（水浴の沸騰状態確認、正確（30 分）な加熱時間）,滴定操作, 

⑤ 滴定 1 滴による誤差（1 滴の重量測定等から考察）,天秤秤量誤差、その他 COD 測定全般の操作の習得 

 

 
第 3 回 分析実務研修会カリキュラム 

  


